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わ いに 風 も) y ざいません ので ご 

と、 おまん じゅうのつつみ を もらって、 かえって いき 

ました。 

じょうねん ごぼう ご 

常 念 御坊 は 歩きながら も、 碁の ことば かり、 考えつ 

づけて いました。 さっきの いちばん しまいの、 あすこ 

の あの 手 はまず かった。 むこうが ああき た、 そこで あ 

す こをパ チンと おさえた、 それからこう きたから、 こ 

うにげ たが、 あれ は やっぱり、 こっちの ところへ、 こ 

うわた るべき だった などと、 むちゅう になって、 歩い 

てきました。 そのうちに、 その 村の はずれに 近い、 

えぼし 

烏帽子 をつ くる 家の 前まで きます と、 もう 冬の 日 も、 



出て、 人 をば かすと いいます よご 

「おもしろ くもない こと を、 いいな さんな。 ほい、 お 

あし を ここ へ おくよ ご 

じょうねんぼう 

常念坊 はかた 手に おまん じゅうの つつみと、 ちょ 

うちん を さげ、 かた 手に だんごの つつみ を もって、 峠 

ちょ. つ 

にか かりました。 その 峠 をお りて、 たんぼ 道 を 十 丁 

ばかりい くと、 じぶんの 寺です。 

もう、 あのい やな 犬 もつ いて こない ので、 安心して 

てくてく あがって いきます と、 やがてう しろの ほうで 

クンクン という 声が します。 

「おや、 また、 あの 犬め がきた な。」 



じょうねんぼう 

と、 常 念坊は 思いました。 

かまわず、 どんどんい きました が、 ふと 考えました _ 

うしろから くるの は、 犬ではなくて、 おばあさん がい つ 

た、 あのき つねが つけて きたので はなかろう か。 こう 

思う と、 じぶんの うしろに は、 ずるい きつねの 目が、 

やみの 中に、 らんらんと 光って いるよう な 気がします _ 

じょうねんぼう 

気の 小さな 常念坊 は、 ぶる つと、 身ぶ るい をし ました _ 

でも、 うしろ を ふりむく の もこ わい ので、 ぶきみな 

なりに、 ぐんぐん 歩きました。 なんだか うしろで は、 

きつねが い つの まに か 女にば けて いて、 今にも、 き や つ 

といって、 とびついて きそうな 気がします。 



ますと、 きつねら しい ものが、 のこのこ つけて きてい 

ま ^9 

じょうねんぼう 

常念坊 は 門 を はいると、 

しょうかん 

r It 見 、 ESO 一 

一 2複 2 養， - 

と、 庫裡の ほうへ むかって どなりました。 

「はいご 

しょうかん しょうろう 

と へんじが きこえて、 正 観が、 ごそごそ 鐘楼から お 

りてきました。 

「おい。 きつねだ、 きつねだ。 ほうき を もってこい、 

ほうき を。 ほうきで 追い まくれよ。」 

しょうかん 

正 観 はとんで いって、 ほうき を もって、 門の ほうへ 



「 」 

しょうかん 

「大 みたいだ つたが な。 そのし ようこに、 正 観 は そ 

ばへ よっても、 ちっとも、 こわくはなかった がな あご 

じょうねん ごぼう 

常 念 御坊 は、 はし をお いて、 考え こんでいました。 

あんどんの あかりが、 その くるくる 頭へ 赤く さしてい 

ま ^9 

じょうねん ごぼう 

しばらくして、 常 念 御坊 は、 

しょうかん 

「正 観 ご 

と、 すこし、 きまりわるそう にいい ました。 

「そのち ようちん を、 つけよ ご 

「はいご 
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